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火山灰に覆われた遺跡 写真２　調査地遠景

図2 　近世廃棄土坑（溝）全景写真と地租改正地引絵図（明治10年作成）　　　　　所蔵　秦野市教育委員会　

図１　遺跡位置図

写真１　権現山から調査地と富士山を望む　

写真３　１･２区　近世　廃棄土坑
　　　　（溝）から出土した遺物

平成 28年度
新東名高速道路建設に伴う発掘調査

よこのさんのうばらいせき
横野山王原遺跡

主催　公益財団法人かながわ考古学財団
共催　秦野市教育委員会

公益財団法人かながわ考古学財団

横野山王原遺跡の発掘調査

　横野山王原遺跡の調査は、中日本高速
道路株式会社が計画する新東名高速道路
の秦野サ－ビスエリア建設に伴い、平成
26年 10月より実施しています。
　これまでの調査で江戸時代や奈良・平
安時代の畑地跡、弥生時代の落とし穴、
縄文時代の集石や落とし穴などが発見さ
れました。
　中でも注目されたのは、江戸時代の前
半（1707 年）に富士山が大噴火を起こし、
大量に降り積もった火山灰によって埋も
れた畑を復興した「天地返し」の跡です。
昨年度の見学会でもご紹介しましたが、
今回の調査でもまた調査区一面で確認さ
れ、その一部をご覧いただくことができ
ます。その他、縄文時代の調査状況も一
緒に見学いただき、地層の違いなどを体
験しつつ、古の人々の生活を感じていた
だければ幸いです。
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